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基本政策ＷＧにおける検討の方向性

１．ＩＴ政策の現状評価

○ 世界最先端のブロードバンド環境の実現等「ユビキタス
ネット社会」は手の届くところまで到来

○ 成功例との対比では不足部分が存在

→ 本格的な「ユビキタスネット社会」実現には
不足部分が

u-Japan政策の方向性

u-Japan政策への期待

○ 過疎地等や高齢者等でも利用できる環境の未整備、個人情
報漏洩など安心・安全な利用に対する障害の存在

○ 利便性の向上によるわが国の創造力強化への期待

→ プライバシー保護など影の部分への対応方策
の整備が必要（詳細は利用環境WGで検討）

４．利用環境の整備による創造力の向上

○ IT産業による景気回復、IT投資などによる経済成長の牽引

○ 様々な産業への波及による日本経済の競争力強化への期待

→ コスト・ビジネスモデルなど産業化のための
道筋の提示が必要（詳細はIT産業WGで検討）

３．産業活力の強化による経済再生

○ 社会トレンドに大きな変化の兆し

○ 行政の政策ツールの在り方も柔軟化

→ 社会の趨勢を踏まえ、柔軟に政策を検討

５．行政の役割の明確化

○ 優先的に取り組むべきテーマを選択

○ ２０１０年を見据えて、効率的な実現に向け計画化

○ 行政として取り組むべき政策をパッケージ化

→ 「u-Japan政策パッケージ」の策定へ

６．「u-Japan政策パッケージ」の提言

u-Japan政策の提言

２．「ユビキタスネット社会」の具体化

○ 供給サイドの視点とともに利用者・利活用の視点へ

○ 20１０年「ユビキタスネット社会（u-Japan）」の
実現の道筋の明確化が必要

→ 従来の発想を転換し、新たなアプローチで
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１．ＩＴ政策の現状評価
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急成長する携帯インターネット契約数急成長する携帯インターネット契約数

世界一の携帯電話インターネット対応率世界一の携帯電話インターネット対応率

１,３００万件を突破したブロードバンド加入数１,３００万件を突破したブロードバンド加入数

◆◆世界最先端のブロードバンド環境の実現、モバイルインターネットの普及、そして、ユビキタス関係世界最先端のブロードバンド環境の実現、モバイルインターネットの普及、そして、ユビキタス関係

技術の研究開発等により、「ユビキタスネット社会」は手の届くところまで到来。技術の研究開発等により、「ユビキタスネット社会」は手の届くところまで到来。

【１関連①】 ＩＴ政策の現状評価

※ 携帯インターネット契約数は、携帯電話事業者による
iモード、EZweb(旧Ezaccessを含む)、J-Skyのサービス
の契約数合計。

【総務省調べ】【総務省調べ】

【「3G Mobile」により総務省作成】

【総務省調べ】

0

2

4

6

8

10

12

99-12 00-12 01-12 02-12 03-12

ケーブルインターネット

2,475,000

ＤＳＬＤＳＬ

10,612,671

（百万）

（2003年12月末現在）

（2004年1月末現在）

0

100

00-12 01-12 02-12 03-12

（万）

50

光ファイバ （FTTH)
（一般ユーザ向け）

894,259
（2003年12月末現在）

３

世界最低廉のブロードバンド環境の実現世界最低廉のブロードバンド環境の実現
【ITU調査】【ITU調査】

※ 各国のDSL及びケーブルインターネットの提供速度、
提供料金及び月収を基に、月収に占める100kbps当たり
の料金の割合を比較。

2002年 2003年

1位 日本
2位 韓国
3位 ベルギー
4位 香港
5位 台湾
6位 ニュージーランド
7位 シンガポール

1位 日本
2位 韓国
3位 ベルギー
4位 香港
5位 シンガポール
6位 米国
7位 カナダ

主なユビキタス関係技術の研究開発の推進等主なユビキタス関係技術の研究開発の推進等

電子
マネ
ー

ＩＣカ
ード

ユビキタスネットワーク認証エージェント技術

非接触カードをかざすと

瞬時にどんな端末でも自

分の端末として利用｡

ユビキタスネットワーク制御･管理技術

どこにいても、いつでもネットワ

ークに繋がり、オフィスと同一の

通信サービス環境が創出され、

多種多様なコンテンツを享受｡
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※各国の主要な事業者における携帯電話契約数に占める
携帯電話インターネット契約数の比率（2002年9月末）

電子タグの高度利活用に向けた研究開発

ネットワーク データ
ベース

食品 薬 書籍

リーダ
（読取装置）

電子タグ

物流、食品、医療等の多様な分野

で利活用が期待されている電子タ

グの高度利活用に必要な研究開

発を行い、種々のアプリケーション

や新たなサービスを創出｡
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主要な研究拠点を結んだテストベッドネットワークを基盤とする研究開発
環境を構築。

実環境に近い大規模ネットワークでの実証・評価が不可欠なネットワーク
運用高度化技術､多彩なアプリケーション開発の共通基盤となる利活用基
盤技術の研究開発を一体的に推進｡

地域や産・学・官等による様々な研究開発及
び実用化に向けた実証実験等を促進。

※独立行政法人通信総合研究所（ＣＲＬ）及び通信・放送機構（ＴＡＯ）は、平成１６年４月に統合、情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）となる。

超大容量ネットワーク
光中継・交換拠点

大容量ネットワーク
中継・交換拠点

最先端研究開発ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸによる実証実験促進



◆◆ＩＴＳ分野においては、その社会需要や市場機会、日本が得意な技術等を背景に、国家プロジェクトＩＴＳ分野においては、その社会需要や市場機会、日本が得意な技術等を背景に、国家プロジェクト

としてのフレーム（組織、予算、各種方法論等）が確立され、産官学による強力な推進体制を形成。としてのフレーム（組織、予算、各種方法論等）が確立され、産官学による強力な推進体制を形成。

【１関連②】 不足している取り組み

４

国家政策として
位置づけ

全体構想や戦略
計画の策定

（推進分野、時間軸）

ユーザサービス、
関連機能の整理

インフラ整備（公共サイド）

システムアーキテクチャの作成

実証実験（社会実験）

重点整備・開発項目
標準化項目の絞込

ITS（参考）ITS（参考）

国家政策として
位置づけ

全体構想や戦略
計画の策定

（推進分野、時間軸）

ユーザサービス、
関連機能の整理

インフラ整備（公共サイド）

システムアーキテクチャの作成

実証実験（社会実験）

重点整備・開発項目
標準化項目の絞込

「ユビキタスネット社会」「ユビキタスネット社会」

例）e-Japan戦略Ⅱ
→「ユビキタスネットワーク」
→「ユビキタスネットワーク環境」

【㈱野村総合研究所資料より】



２．「ユビキタスネット社会」の具体化
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利用者／需要側の視点へ

【２関連①】 視点の転換

◆◆個別技術の活用方策を検討するのではなく、課題解決に向けて、「ユビキタスネット個別技術の活用方策を検討するのではなく、課題解決に向けて、「ユビキタスネット
社会」の具体化を図る「社会」の具体化を図る「uu--JapanJapan政策」が必要。政策」が必要。

「利用者の視点」
「利活用の視点」

供給サイドの視点

個別技術活用型

技術シーズを活かした
アプリケーションの開発

課題解決型

現在の社会問題を解決
するため

ソリューション
提案型

あるべき姿（理想的な社会）
実現のため
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◆◆２０１０年に「ユビキタスネット社会」の出現を目指す「２０１０年に「ユビキタスネット社会」の出現を目指す「uu--JapanJapan」政策は、「」政策は、「ee--JapanJapan戦略」の戦略」の
今後の展開に貢献。今後の展開に貢献。

【２関連②】 「ユビキタスネット社会」の位置づけ

2010

【国
家目
標】

２０
０５
年に
世界
最先
端の

IT国
家

＜インフラ等、基盤整備＞

①医療、②食、③生活
④中小企業金融、⑤知
⑥就労・労働、⑦行政サービス

＜ＩＴ利活用重視（先導７分野）＞

２０１０年「ユビキタスネット社会」のイメージ

７

7月1月2001 2002 2003 2004 20052月

世界最先端のIT国家

3月

「ユビキタスネット社会」の実現方策の明確化

次期IT戦略？

貢献貢献

「u-Japan」政策

2006 （年）
★

従来のIT政策

■ （略）これまでに無い新たな産業や市場を創り出す「新価値創造」が重要であ
る。まず我が国は、人と人だけでなく、人とモノ、モノとモノまで遍く繋ぐユビキタス
ネットワークを世界に先駆けて形成することが重要である。その独自のIT環境の
上で、斬新な発想に基づいた産業やサービスを創り出せば、新たな形態での学
習、社会参加、娯楽等が可能になり、ひいては文化や価値が育まれるだろう。
（『e-Japan戦略Ⅱ』「Ⅰ．基本理念、２．戦略思想」より）

■ （略）上記の研究開発を一層成果あるものとするため、研究開発に当たって
は産学官連携を図るとともに、研究開発の社会移転及び国際標準化を推進する。
また、最先端のユビキタスネットワーク環境の実証実験を利用者参加のもとに推
進し、端末、相互接続性、相互運用性や利用性の飛躍的な向上を目指す。
（『e-Japan戦略Ⅱ』「Ⅲ．新しいＩＴ社会基盤の整備、３．次世代の知を生み出す研究開発の推進」より）

e-Japan戦略における「ユビキタス」の位置づけ

e-J
ap
an
戦略

リモコンで閉め忘れも安心リモコンで閉め忘れも安心

ドア開閉センサ

ピピッ

うっかり鍵を掛け忘れ
てしまったよ。でもリ
モコンで閉められる

な・・・。

調べる調べる

電子タグ

ピピッ

○×県△□産：無農薬

スーパーに来てから
携帯で冷蔵庫を
チェック

スーパーに来てから
携帯で冷蔵庫を
チェック

ピピッ

様々なものが様々なものが
ネットワークにネットワークに

つながるつながる

通話中通話中

学校は楽しいよ。 お
じいちゃん、おばあ
ちゃんは元気？

学校は楽しいよ。 お
じいちゃん、おばあ
ちゃんは元気？

顔色の分かるハイビジョンで迅速処置顔色の分かるハイビジョンで迅速処置

患者の容体について
データを送ります。

顔色から判断する
と・・・。よし、
○○剤を注射して
おいて下さい。

デジタルハイビジョンは、
大きくて綺麗で、値打ち
ものね。リモコンならカ

ンタンね。

孫とまるで会っ
ているようじゃ。
ユビキタスって
こういうことか。

ＩＴによるＩＴによる
安心・安全の確保安心・安全の確保

いつでもいつでも
どこでもどこでも

アクセス可能アクセス可能

あら、大根が家の冷蔵庫
にないわね。

移動中にテレビタイム移動中にテレビタイム

やったぞ、日本代表の
ゴールだ。でも新幹線
の中でハイビジョンが
見られるなんて便利に
なったもんだ。

u-Japan 
ひろがるＩＴで動き出す

新しい社会

【口コミ情報】
★露天風呂が最高！！（▽歳男性）

温泉旅館予約

○○温泉旅館

◇県△△市□□1-2-3

１泊のみ 5,0 00円
朝夕食付き 20,0 00円
ランチ 1,00 0円～
その他

ＴＥＬ xx-xxxx-xxxx

予約する【口コミ情報】
★露天風呂が最高！！（▽歳男性）

温泉旅館予約

○○温泉旅館

◇県△△市□□1-2-3

１泊のみ 5,0 00円
朝夕食付き 20,0 00円
ランチ 1,00 0円～
その他

ＴＥＬ xx-xxxx-xxxx

予約する

ここにしましょう。
『予約する』って
言えばいいのね

音声でカンタンに機器を操作音声でカンタンに機器を操作

スーパー

デジタルテレビデジタルテレビ
がＩＴ社会のがＩＴ社会の
ゲートウェイにゲートウェイに

ボタン一つで孫と
おしゃべり

ボタン一つで孫と
おしゃべり

ピピッ

○月10日 Ａさん収穫

○月11日 ××到着

○月12日 △△到着

無農薬なら安全だわ。
この大根にしようかし
ら。ユビキタスって助

かるわ。

大根（無農薬）

冷蔵庫の中には以下の品物があります。

・キウィ ・鮭切り身

・マッシュルーム ・ソーセージ
・ねぎ ・えび(むき身)
・トマト ・アイスクリーム
・梅干し ・ビール

・チーズ ：

注文画面へ TV画面へ他の家電

冷蔵庫の中には以下の品物があります。

・キウィ ・鮭切り身

・マッシュルーム ・ソーセージ
・ねぎ ・えび(むき身)
・トマト ・アイスクリーム
・梅干し ・ビール

・チーズ ：

注文画面 TV画面へ他の家電



３．産業活力の強化による経済再生
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【３関連①】 産業活力の強化による経済再生

◆◆ITIT産業を中心とした景気回復や産業を中心とした景気回復やITIT投資等による経済成長の牽引など、投資等による経済成長の牽引など、ITITは日本経済を支える中心的なは日本経済を支える中心的な
存在へと成長。存在へと成長。

ＩＴ投資等による経済成長の牽引ＩＴ産業を中心とした景気回復

景気

ＧＤＰ成長率

「景気は、設備投資と輸出に支えられ、着実に回復している」

【平成16年2月「月例経済報告」】

実質：1.8%程度 名目：0.5%程度

【平成15年12月「平成16年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」】

ＩＴ産業

■主要電気通信事業者の平成15年度中間決算

■民間放送事業者（在京ｷｰ局）の平成15年度中間決算

■主要電気通信機器メーカ9社の平成15年度第3四半期

の合計売上高・最終利益

・売上高（対前年同期比） ：微増
・最終利益（対前年同期比） ：大幅増加

・最終利益（対前年同期比） ：減少

・売上高（対前年同期比） ：増加
・利益（対前年同期比）：増加

企業の情報化投資

経済成長率に対する情報通信資本の寄与度

12.2
15.1 15.9 16.3 17.2

22.6
25.016 .8
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30

情報化投資 対民間設備投資比率

1.21%

1.73%

0.49%

-0.36%

-0.65%

-1.2%

-0.6%

0.0%

0.6%

1.2%

1.8%

経済成長率 一般資本
の寄与度

情報通信資本
(注１)の寄与度

労働の寄与度
(注２) その他の寄与度

（注１）情報通信資本とは、図表①の情報化投資（フロー）について減価償却を
考慮して推計 された情報通信分野の資本ストック

（注２）労働の寄与度がマイナスとなっているのは、経済が成長するために必要な労働人口
数（労働人口数に実労働時間を乗じたもの）が減少しているため

【総務省「ＩＴの経済分析に関する調査」】

【総務省「ＩＴの経済分析に関する調査」】

（注）ここでの情報化投資は、「電子計算機同付属装置」、 「有線電気通信機器」、 「無線電気通信機器」及び「ソフトウェア」

情報化投資は一貫して増加
情報化投資は一貫して増加

経済成長に対する情報通信
の寄与度は大きい

経済成長に対する情報通信
の寄与度は大きい
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物流産業
・物流管理

・電子決済 等

【３関連②】 「ユビキタスネット社会」が活力を生み出す分野（例）

◆◆「ユビキタスネット社会」を実現することにより、「ユビキタスネット社会」を実現することにより、ITIT産業のみならず、様々な産業との連関を産業のみならず、様々な産業との連関を
通じて、新規産業が育つことなど日本経済の競争力強化が期待。通じて、新規産業が育つことなど日本経済の競争力強化が期待。

防災産業

金融産業

情報家電産業

医療産業

交通産業
就労・労働産業

・風水害管理

・消防活動支援 等

・偽造防止

・電子マネー 等

・救急医療

・遠隔医療 等

・バリアフリー誘導

・交通情報提供 等・モバイルオフィス

・遠隔会議 等

「ユビキタスネット社会」

観光産業
・リアルタイム自動翻訳

・リアルタイム観光情報提供 等

文化産業
・文化財保存

・電子図書館 等

・情報家電など端末機器、ネット

ワーク、プラットフォーム、コンテ

ンツ等

ＩＴ産業

福祉産業
・リアルタイム健康管理

・ユニバーサルデザイン 等

スポーツ産業

・タイム測定

・選手管理 等

食品産業

・トレーサビリティー

・品質管理 等

・野外体験に応じた学習情報提供

・遠隔教育 等

教育・文化産業

１０

・ リサイクル管理
・廃棄物管理の高度化 等

環境産業



４．利用環境の整備による創造力の向上

１１



【４関連①】 利用環境の整備への期待

◆◆無線タグやモバイル端末を利用した様々な新しいサービスやシステムの実現への期待が高まっている。無線タグやモバイル端末を利用した様々な新しいサービスやシステムの実現への期待が高まっている。

１２
【総務省「平成15年度情報通信白書」】



【４関連②】 利用環境に対する不安

◆◆未利用者にとっての利用障壁、利用者における不満・不安については、地理的な利用環境の未整備を未利用者にとっての利用障壁、利用者における不満・不安については、地理的な利用環境の未整備を

はじめ、プライバシー保護、セキュリティ等に対するものを中心に、依然として多く存在。はじめ、プライバシー保護、セキュリティ等に対するものを中心に、依然として多く存在。

インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由（複数回答）インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由（複数回答）

【総務省「平成14年通信利用動向調査」】

ユビキタスネットワークに対する利用者の不安ユビキタスネットワークに対する利用者の不安
（重視するもの上位２つを選択）（重視するもの上位２つを選択）

【総務省「情報通信インフラに関する調査」（ウェブ調査）】

プライバシーの保護

ネットワークの安全確保

○ 情報ネットワークがライフライン的な重要インフラになってきており、
情報ネットワークの安全確保に向けた対策が必須となってくるのでは
ないか？

○ 盗聴、盗撮、個人情報の漏洩など、技術の不適切な利用や不十分な
情報管理などが大きな社会問題となる可能性があるのではないか？

【都市
規模別
】

23.0
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7.6
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17.3
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特別区・政令指定都市・

県庁所在地

その他の市 町村

サイバー法制に向けた対応
○ 我々の生活がインターネットや電子メールなどに基盤をおいたもの

となりつつあり、従来の対面、書面、リアルワールドなどを対象とした

制度設計を見直す必要があるのではないか？

①①ブロードバンド率、ブロードバンド率、②②自宅のパソ自宅のパソ
コンからのインターネット利用者にコンからのインターネット利用者に
おけるブロードバンド利用率おけるブロードバンド利用率

（都市規模別）（都市規模別）

【総務省「平成14年通信利用動向調査」】

①

②

情報リテラシーの浸透

○ 年齢や性別、収入や教育、障害の有無などによる情報格差が顕在

化しており、社会の不安要因になってくるのではないか？

地理的ディバイドの克服

○ 地域により情報インフラの整備状況に格差が顕在化しつつある。

ユビキタスネットワークの普及が都市部を中心に進み、地理的ディバ

イドがさらに拡大するのではないか？

１３



５．行政の役割の明確化

１４



官から 民へ

欧米依存から 独自戦略へ

全体から 個へ ◆雇用の流動性が一般化
◆個性・専門性が評価される時代へ

成長から 成熟へ

モノから 情報･サービスへ
◆「箱モノ」「バラマキ」の意義の低下
◆知識や演出力で勝負する時代に

◆低成長･マイナス成長が継続する時代
◆「ゆとり･安心･安全」の価値観へ移行

◆アジア地域のブロック化
◆日本は他国との競争で地盤低下の恐れも

◆「民」や「学」が政策運営に参入
◆公共事業費の縮小

供給主導･川上から 需要主導･川下へ

中央から 地方へ ◆地方分権・地方自立の推進へ
◆中央政府の仕事の縮小化

◆利用者･消費者主権の定着
◆個人情報保護の高まり

今後の社会経済の主な状況（予測）我が国の社会経済を取り巻く趨勢

【５関連①】 社会経済のトレンドの変化

◆◆２０世紀から２１世紀にかけて、２０世紀から２１世紀にかけて、わが国の社会経済を取り巻く趨勢は様々な面に亘り多様化し、わが国の社会経済を取り巻く趨勢は様々な面に亘り多様化し、
今後今後20102010年における年におけるITITを取り巻く社会経済の状況は大きく変貌することが予想を取り巻く社会経済の状況は大きく変貌することが予想 。。

１５

（例）少子高齢化、環境汚染の悪化、医療事故の増加

（例）EUのブロック経済化、米国製スタンダードの席巻、中国経済の発展

（例）東京一極集中、市町村合併の展開、革新自治体の登場

（例）消費者嗜好の多様化、消費者からの苦情･相談の増加

（例）所得格差の拡大、核家族化、ベンチャー等の増加

（例）情報や知識の重要性の拡大、産業の情報化、情報の産業化

（例）NPO等の産学官以外の勢力の拡大、PFI等民間活力の導入

（例）循環型･持続可能経済への転換、女性･高齢者等の社会進出、美しい国土形成

（例）日本文化の発信、日本の独自性発揮、アジアのグループ化･リーダーシップ

（例）地方分権の推進、都市機能の拡散化、地域間競争の激化

（例）消費者プライバシーの社会問題化、セキュリティ強化への要請増大

（例）起業ブーム、能力給など実力主義の浸透、外国人労働者･留学生の増加

（例）知的生産者の重要化、データ重視の経営･政策へ、知的財産権の重要化

（例）意思決定過程の透明化、情報公開の推進、アウトソースの拡大



財政支援

調達基準

ガイドライン整備
税制支援

ルール整備

標準化

【５関連②】 行政の役割

◆◆「ユビキタスネット社会」を取り巻く「ユビキタスネット社会」を取り巻く様々な問題に対応するための政策ツールとしては、財政支援様々な問題に対応するための政策ツールとしては、財政支援
やルール整備等に加え、調整型の行政やガイドライン整備等について柔軟に検討すべき。やルール整備等に加え、調整型の行政やガイドライン整備等について柔軟に検討すべき。

「ユビキタスネット社会」「ユビキタスネット社会」

金融支援

統計整備

共同研究

プラットフォーム提供

？？？

民との連携

１６

組織の育成等

普及啓蒙



６．「u-Japan政策パッケージ」の提言

１７



◆◆優先的に取り組むべきテーマを選択し、２０１０年のユビキタスネット社会実現を視野に「誰が、い優先的に取り組むべきテーマを選択し、２０１０年のユビキタスネット社会実現を視野に「誰が、い
つ、どの場で、何を、どうするのか」を設計。つ、どの場で、何を、どうするのか」を設計。

◆◆その上で、国の役割を踏まえ、「その上で、国の役割を踏まえ、「uu--JapanJapan政策パッケージ」を明確に打ち出す。政策パッケージ」を明確に打ち出す。

１８

【６関連】 「u-Japan政策パッケージ」

・ユビキタス家電　　　・ユビキタス自動車　
・ユビキタス住宅 　・ユビキタスオフィス/都市

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ﾈｯﾄﾜー ｸ
ｲﾝﾌﾗ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
端末

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ﾌ゚ ﾗｯﾄﾌｫー ﾑ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ｺﾝﾃﾝﾂ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ｻー ﾋ゙ ｽ

・固定系ネットワーク　・無線ICタグ
・移動系ネットワーク　・センサー
・無線系ネットワーク　・アクチｭエータ
・放送系ネットワーク　・ネットワークロボット

・OS　　・通信　　　・ディスプレイ・入力　
・アプリ・ストレージ・センシング　・電池/電源

・認証 　　・決済 ・著作権管理
・セキュリティ　　・プライバシー ・システム基盤

・商業　 　・個人・家庭
・オンサイト　　　 ・行政情報

・健康安心　　　　　・医療福祉　　　　・教育研修　　　　　
・交通安全　　　　　・環境管理　　　　・企業業務

・ユビキタス家電　　　・ユビキタス自動車　
・ユビキタス住宅 　・ユビキタスオフィス/都市

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ﾈｯﾄﾜー ｸ
ｲﾝﾌﾗ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
端末

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ﾌ゚ ﾗｯﾄﾌｫー ﾑ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ｺﾝﾃﾝﾂ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

ﾕﾋ゙ ｷﾀｽ
ｻー ﾋ゙ ｽ

・固定系ネットワーク　・無線ICタグ
・移動系ネットワーク　・センサー
・無線系ネットワーク　・アクチｭエータ
・放送系ネットワーク　・ネットワークロボット

・OS　　・通信　　　・ディスプレイ・入力　
・アプリ・ストレージ・センシング　・電池/電源

・認証 　　・決済 ・著作権管理
・セキュリティ　　・プライバシー ・システム基盤

・商業　 　・個人・家庭
・オンサイト　　　 ・行政情報

・健康安心　　　　　・医療福祉　　　　・教育研修　　　　　
・交通安全　　　　　・環境管理　　　　・企業業務

全体設計図

ｕ－Ｊａｐａｎ
政策パッケージ

（全体設計図の実現のため、行政としてやるべきこと）

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

その上で、行政として
やるべきことを明確化

その上で、行政として
やるべきことを明確化

２０１０年に向け、効率的にユビキタ

スネット社会を実現するための計画

を策定

技術の標準化

基盤整備

組織

取組相互の調整

リーディングプロジェクト 等


